
歴史  0 6 中 1  社会 小テスト  その 3 こたえ

弥生時代と邪馬台国
名前

月 日

旧石器 縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町

今
日
の
問
い

稲作が広まって社会はどう変わり、どんなクニが生まれたのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 吉野ヶ里遺跡は、 やさくで囲まれたむらのあとである。 (10点)

2 青銅器は、銅と の合金でつくられた。 (10点)

3 稲作が広まると、土地や をめぐってむら同士の争いが起こった。 (10点)

4 稲作が広まり、薄手でかたい土器が使われた時代を という。 (10点)

5 稲の穂をつみ取るのに使われた、石でつくった道具を という。 (10点)

6 縄文土器より薄手でかたい土器を という。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 石包丁は、稲の穂をたくわえるために使われた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 卑弥呼は、まじないによって政治を行ったとされる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 卑弥呼について、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 奴国の王で後漢から金印を授かった イ 邪馬台国の女王で239年に魏に使いを送った

ウ 『漢書』を書いた人物である エ 吉野ヶ里遺跡をつくった人物である (10点)

10 弥生時代のくらしについて、正しいものを選びなさい。　( ア )

ア 石包丁で稲の穂をつみ取り高床倉庫にたくわえた イ 銅鐸で稲の穂をつみ取った

ウ 高床倉庫で祭りを行った エ 石包丁を祭りの道具として使った (10点)
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